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「がん哲学外来」地域医療とメディカルカフェの役割
Cancer Philosophy Clinic: its role in the community
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Kiyoshi Ando，Tokai University School of Medicine

　わが国でがんは国民の 2人に 1人が罹患し，3人に 1人の死因となっており，予後不良の疾患として社会的な関心も
高い。一方，近年の治療法の進歩により慢性の経過をたどるようになり，患者にとって「がんとの共存」が大きなテー
マとなっている。がん対策基本法が 2006年に成立し，がん治療の均てん化などの施策が進められてきた。2017年の法
改正では新たに，がん患者の「生きづらさ」に対処するための「社会環境の整備」「就労支援」「がん教育」などが重
要なテーマとなっている。
　「がん哲学外来メディカルカフェ」は 2008年に樋野らが始めた取り組みであり，がん患者や家族が病院外の施設で
気楽に自由に語り合える環境を提供するものである。（http://www.gantetsugaku.org）現在日本全国で 120ヶ所で開催さ
れており，各カフェでは毎回 10-60名ほどの患者，家族，友人が参加し，それぞれの悩みを共有している。
　本セッションでは「がん哲学外来メディカルカフェ」の実際を紹介し，地域医療におけるメディカルカフェの役割
をディスカッションしたい。

Cancer is a leading cause of death in Japan and patients and their family suffer from not only physical and psychological pains 
but also social and spiritual pains. “Cancer Philosophy Clinic” offers the place and time for them to share their problems with 
others including cancer survivors, medical stuffs and religious peoples. In this session, I will introduce our activities in “Cancer 
Philosophy Clinic” and discuss the role in the community.
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